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研究成果の概要（和文）：本研究は、孤食の心理学的問題を明らかにするため、孤食と共食（誰かと一緒に食べること
）間で食物のおいしさなどがどのように変化するかということを調べた。その結果、孤食と共食では食物のおいしさ自
体に差はみられなかったが、共食時には食事状況に対するポジティブな感情の生起がみられることが明らかとなった。
この結果から、共食は、単に食卓を同一にするという物理的なことではなく、一緒に何かを成し遂げる（coaction eff
ect）という心理学的なことであることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, psychological merit of eating with someone is explored. Experimenta
l studies in this study could not show a statistically significant effect of eating with someone on palata
bility of the foods and the beverages. On the other hand, the more positive emotions were found in the sit
uations eating with someone than eating alone. For example, participants reported more pleasant, expended 
more time, expressed and remembered positive expressions in the situation eating with someone. These resul
ts suggest that the merit of eating with someone is not only a situation where we share the table, but coa
ction effect that means we accomplish something with others.
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１．研究開始当初の背景 
	 平成 17 年に制定された「食育基本法」で
は、第一章第一条の目的に「国民が生涯にわ
たって健全な心身を培い、豊かな人間性をは
ぐくむための食育を推進する」と明記されて
いる。その中でも特に注力されているのは、
子どもを対象とした食育である。実際、食育
基本法の序文には「子どもたちに対する食育
は、心身の成長及び人格の形成に大きな影響
を及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を
培い豊かな人間性をはぐくんでいく基礎と
なる」とある。 
	 しかしながら、現状の食育は地産地消や体
格の形成およびメタボリックシンドローム
に関する研究や広報活動の推進が中心とな
っており、食卓でのコミュニケーションや人
格の形成という点では遅れているといわざ
るを得ない。「孤食」や「個食」という言葉
は広まっているが、それがどのような問題を
抱えているのかということについては、専門
家でも様々な意見がある。 
	 そこで、本研究では、「孤食」の問題と「共
食」の意義について、漠然とした経験論的な
話ではなく、科学的根拠（エビデンス）に基
づく行動科学という観点から明らかにして
いきたい。「共食すること」が食物の摂取量
を上昇させるということについては、アメリ
カジョージア州立大学のデ・カストロ博士が
盛んに研究されているが、その一連の研究中
ではおいしさの上昇については触れられて
いない（例えば De Castro & Brewer, 1991）。
また、国内では、「共食すること」によって、
おいしさの変化がみられることは研究され
ておらず、それだけでなく、共食による摂取
量の増加についても、実験的研究はない。坂
井は以前(2006 年)、クレープの注文時に、先
行する共食者の注文したメニューによって、
実験対象者のメニューの選択が異なること
を行動観察法により調べたが、この研究をお
こなう際にも、国内では本研究の共同研究者
である飯塚（2000）の質問紙調査による研究
以外には、類似の研究がないことを確認して
いる。 
 
２．研究の目的 
今回の研究では、行動実験と質問紙調査によ
り、以下の事柄を明らかにすることを目的と
した。 
 
（１）共食のときは孤食のときに比べて、お
いしさの上昇がみられる。このことについて
はすでに簡単な予備調査をおこない、お菓子
の試食実験では、おいしさ、甘さ、口当たり
などの項目において、共食時の評定結果は、
孤食での試食結果に比べて有意に高い結果
がみられることを既に報告している（松井・
坂井, 2010）。今回の研究では、この実験の諸
条件を統制した実験をおこない、共食のどの
ような要因が評価の上昇に関与しているか
ということを検証する。食べる人の共感性が

より高いほど、食べる相手との関係がより親
密なほど、おいしさの評定が高くなると言う
仮説を設定している。 
 
（２）共食時のコミュニケーション行動を実
験的手法を用いて観察する。人間は共食して
いるときの相手のどのような振る舞い（行動、
表情、視線、発言など）に注目しているかと
いうことを実験室内で共食させることによ
り調べる。また、共食によって食事に関する
規範やルール、エチケットなどが伝搬されて
いると考えられるため、共食時の相手の振る
舞いがどのくらい気になるか、そこから学ぶ
べきことがあるかなどについて明らかにす
る。 
 
（３）先行研究や日常生活から、共食によっ
て食事が印象深くなり、食に対する興味を形
成すると考えられる。そこで、毎日の食事調
査および過去の食事の思い出しなどにおい
て、共食が食事の印象や興味にどのように関
わっているかということを質問紙調査によ
り明らかにする。特に過去の食事の思い出し
調査によって、食卓を囲む場面（＝共食）と
孤食の場面の思い出し内容の深さ、感情価な
どを比較することにより、共食あるいは孤食
を人々がどのように自覚的に受け止め、その
後の感情を形成していくかということを観
察することができると期待している。 
 
（４）共食と共感性の高さという人格とは関
連性が深い。（1）〜（3）の結果と実験参加
者自身の共感性、共食する相手との関係、相
手とのコミュニケーションの質と量、相手の
表情などがどのように相互関連していくか
ということを行動実験と質問紙調査をあわ
せて、明らかにする。 
 
	 これらのことから、本研究は、誰もが日常
実感しているが、実験的にはまだ世界中の誰
もおこなったことのない調査研究となるこ
とが期待される。 
 
３．研究の方法 
	 
（１）共食とおいしさ	 
	 先行研究（松井・坂井,	 2010）の諸条件を
統制した実験をおこない、共食のどのような
要因が評価の上昇に関与しているかという
ことを検証した。この実験は主に研究代表者
である坂井が担当し、必要に応じて研究代表
者の指導する大学院生（１名：松井千笑）が
研究協力者として参加した。	 
	 まず実験対象者の募集の際に、「共感性」
に関する質問紙調査（スクリーニング）をお
こない、共感性の高い人と低い人を選抜して、
実験に参加することを依頼した。さらに、親
しい友達と一緒に参加する条件と、独りで実
験に参加する条件を設定し、それらの間での
差を観察した。	 



	 
（２）共食とコミュニケーション	 	 
	 共食しているときの相手のどのような振
る舞い（行動、表情、視線、発言など）がお
いしさに影響を与えるかということを実験
室内やフィールド（学生食堂や自宅等）で共
食させることにより調べた。この実験は主に
研究分担者である中村が担当し、必要に応じ
て坂井が参加した。	 
	 この実験では、実験室内で実験参加者２名
に同じ食物を摂取させ、摂取しているときの
表情をビデオ撮影し、同時にその食物に対す
る評定を記録した。	 
	 また、並行して、食物の違いによって生起
する表情や動作の生起率に違いがあるか、動
作の伝搬性があるかなどを、自由に食事をし
ている人の行動を観察し、記録した。	 
	 
（３）共食の実情と印象	 
	 毎日の食事調査および過去の食事の思い
出しなどにおいて、共食が食事の満足度やお
いしさにどのように関わっているか、共食相
手とのコミュニケーションにどのような気
配りをしているかなどを実際の行動と意識
について質問紙調査により明らかにする。こ
の研究においては飯塚が中心におこなった。	 
	 調査内容は、毎日の食事調査（一日三食×
一週間以上）において食事の内容記録（携帯
電話の写メール機能）とともに、共食の状況、
共食の場合は相手との関係、そのときの感情、
会話内容、食事への満足感等を調査した。	 
	 
（４）実験１および実験２で得られた結果を
活用しながら、さらに共食による満足感やお
いしさの上昇について研究を進めた。前年度
の研究では大学生を実験対象とするが、実際
の孤食の問題は子どもが直面していること
を鑑み、子どもを対象とした共食実験をおこ
なった。実験にあたっては子どもを対象とし
た実験について豊富な経験を持つ長谷川が
担当した。また、幼少時の共食経験の豊富さ
が共感性にどのように関与するかというこ
とを、大学生を対象とした共感性に関するテ
ストと思い出し法による幼少時の共食の経
験との関連性により調べた。	 
	 
４．研究成果	 
	 
（１）本研究では、実験参加者に２種類の食
物刺激に対する味覚評定値を、友人と一緒に
（友人）、独りで（孤食）、知らない人と一緒
に（初めて）食べる状況で試食させ、評定さ
せた。その結果、仮説とは異なり、友人と一
緒に食べたときの方が、有意においしさが低
く評定されることが明らかとなった（図１）。
試食・評価中の様子をビデオで記録したもの
を解析した結果、孤食条件では噛む回数が、
他の条件に比べて多いことがわかり、この結
果が上記の結果をもたらした理由だと考え
られた。	 

図１食物に対する各評定値の実験条件間での比較	 

	 
	 また、実験参加者の同調性について質問紙
調査をおこない、その結果で試食の評価値を
比較したところ、同調性が高いものは、条件
に関係なく、食物をおいしいと評価すること
がわかった。この結果も仮説とは異なるもの
であり、追加実験からこのような同調傾向は、
共食者に対するものではなく、実験者の期待
に対して表現される傾向にあることが示唆
された。	 
	 さらに共食する２つの条件において、試食	 
後に共食者とおいしさについて会話をさせ
た結果、会話による結果の同調（r=0.77）が
みられることがわかった（図２）。	 

図２会話後のおいしさ評定値の同調	 

	 
	 ここでは、実験時のおいしさと実験後約１
ヶ月後のおいしさを比較した。このとき、試
食後に共食者が食物を「おいしい」と表明し
たときには、その場では意見に同調しないが、
その後自己のおいしさ評価を変化させて、一
ヶ月後の再試食時には、共食者がおいしいと
評価していた食物を「おいしい」と表明した。	 
	 これらの結果については雑誌論文②・④、
学会発表③・⑥などで報告した。	 
	 
（２）本研究では、最初に「他者が笑顔で食
べている」映像あるいは「他者が真顔で食べ
ている」映像を実験参加者に見せ、その同じ
ものを食べさせた。仮説は「他者が笑顔で食
べていた」食物は、「真顔で食べていた」食
物よりも、よりおいしいと評価するというも
のであったが、結果として仮説は支持されな
かった。視覚刺激として用いた単なる映像と
いうのが、リアリティのないものであったこ
とが考えられた。	 
	 そこで、よく知らないインタビュワーの同



席する中で、中のよい友人と一緒に昼食を食
べたときの感情の変化を測定した。その結果、
友人と一緒に食べたときは、インタビュワー
と一対一で食べたときの感情の変化に比べ
てよりポジティブな感情を報告し、ネガティ
ブな感情を抑制する傾向にあることを見い
だした。さらに、試食後は、試食前に比べて、
よく知らないインタビュワーに対する好意
が上昇していることも確認された。これらの
結果は、共食することで、お互いのポジティ
ブな関係を構築することができることを示
唆している。	 
	 これらの結果は、学会発表①・②で報告し
た。	 
	 
（３）調査に先立ち 1930 年代以降の社会心
理学の文献のうち、「共同で何かをする」こ
と(coaction	 effect)に関する文献を多く集
めそれらを展望した。この展望から、（２）
の知らないインタビュワーに対する好意の
形成が理解できた。さらに（１）の実験で得
られた親しい友人と共食している時にみら
れた咀嚼回数の一致も、この効果により説明
できた。	 
	 それから、食行動の場面、食事内容などの
想 起 、 お よ び 調 査 対 象 者 の 性 格 特 性
（NEO-FFI）を調べる調査をおこない、その
結果について主にテキスト分析をおこなっ
た。その結果、共食時は「楽しい」「家族」「会
話」「一緒」「笑顔」などのキーワードと共生
起がみられたのに対して、孤食時には「寂し
い」「一人」「おいしくない」「楽しくない」「会
話がない」などのキーワードとの共生起がみ
られた。これらの結果は仮説通りであったが、
一方で、共食時にも「マナー」「制約」「気を
使う」「取り合い」「ケンカ」などといったネ
ガティブな表現、孤食時には「ゆっくり」「好
きな」「気にせず」「自分」「ペース」といっ
たポジティブな表現がそれぞれ生起するこ
ともわかった。	 
	 これらの結果から、共食が良く、孤食はダ
メといった一意的な話ではなく、場合によっ
ては共食よりも孤食が望ましい場面がある
こと、単に食卓を一緒にするという物理的要
因が共食であるのではなく、coaction	 effect
という観点からの食の場面が共食と呼ばれ
るべきことなどの示唆が得られた。そのため、
食の豊かさについてはこれらの視点を踏ま
えた議論を今後展開していく必要があるこ
とを提言することができた。	 
	 これらの成果は雑誌論文①・④・⑤、学会
発表⑤および図書①で報告された。	 
	 
（４）（１）および（２）の結果を元に、子
ども（小学２年生）を対象とする共食実験を
おこなった。その結果、共食条件のほうが孤
食条件に比べて、食事にかかる時間が長く、
食事をより楽しいと評価した。一方で、食物
のおいしさや食物に対する評価が異なるこ
とはみられなかった。また、先行研究で報告

されている「共食によって苦手な食物を克服
することができる」という知見は確認するこ
とができなかった。	 
	 これらの結果は、本研究の他の研究結果と
一致する。共食は食物自体をおいしく感じさ
せるものではなく、他者との社会的相互作用
を通じて、人を楽しい（ポジティブな）気分
にさせることが示唆される。	 
	 これらの結果は、雑誌論文①・③、学会発
表④・⑦で発表された。	 
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